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卒業生を送るにあたって
一21世 紀の医学 ・医療を担われるみなさんへ一

旭川医科大報 久 保 良 彦

この春めでたく医学士 ・看護学士の学位 を取得され

る医学科第23期 生101名 ならびに看護学科第2期 生69

名のみなさんに心か らお祝い申しLげ ます。

医学科 においては6年 、看護学科では4年 間の長き

にわたって、それぞれが学業に励み、また課外の活動

で多くの思い出を作 られたことと思います。それ らは

すべて、医療の実践や医学の研究に従事するこれか ら

の長い人生で、直接、間接にみなさんの心の糧となり、

力強い支えとなることと思います。

さて、新 しい世紀に入 りました。大袈裟ですが、み

なさんは本学においてその最初の卒業生ということに

なります。この21世 紀はとくに 「変化の時代」 といわ

れます。それは交通手段 の発達や情報通信技術の革新

が要因 となって、すでに前の世紀か ら始 まっている世

の中の 目まぐるしい変化か らもうかが うことができま

す。

医学 ・医療にとって21世 紀は爆発的ともいえる医学

の進歩と疾病構造の変化が特徴となるでしょう。そ し

て、高度先進医療が発展する、高齢化社会を迎える、

インフォーム ド・コンセ ン トに代表 され る患者意識が

ますます高まる、という時代になると考えられます。

予定より大幅に期間が短く解読が終わった というヒ

トゲノム計画の偉業は、医療の面で さまざまな病態の

解明や、診断 ・治療への応用というゲノム医学の発達

に期待を懐かせるものです。例えば、遺伝子の発現の

違いか ら、診断が非常に難 しい疾患の鑑別が可能にな

った り、薬剤に対する患 者の反応の差違を識別するこ

とがで きるよ うにな ります。 また、 人そ れぞれ に

1,000個 に1個 の割で見 られ るという遺伝子の塩基配

列の変化 一 単 ・塩基多型(ス ニップ)一 を調べるこ

とによって、ある病気にかか りやすい体質かどうかの

判定、あるいは個人差といわれてきた薬の効果や副作

用にみ られる差違の説明などができるよ うになると考

え られてお ります。 このように患者の体の個人差を明

らか にして、それぞれに適 した疾患の予防、診断ある

いは治療をおこなう、いわゆるオーダーメー ドの医療

が現実味を帯びて参 りました。21世 紀は個(individual)

の医学 ・医療の時代といわれる所以であります。

そのほか、臓器移植、生殖技術、遺伝子診断、遺伝

治療、再生医療、サイバネティクスなど21世 紀に限 り

な く発展が期待されている高度先進医療の分野は少な

くあ りません。

一方、このような高度先進医療が医療の現場に持ち

込 まれる場合、常に生命倫理の問題がかかわってくる

ことはいうまでもありません。そこでは生殖技術のよ

うに深 く人間の根幹にかかわる問題からDNA情 報と

いったその帰属が当該患者に限 られるという問題まで

広範に提起され、そのことごとくが慎重な取 り扱いを

必要といたします。

このようにこれからの医学 ・医療においてはますま

す患 者主体の医療が重視されなければな らず、インフ

ォーム ド・コンセン トと個人情報の保護および情報 に

よる差別の禁止が基本原則となるであ りましょう。

「患者の権利」な どの著書で知られるジョージ ・ア

ナスは医療のグローバルスタンダー ドとして トランス

ペアレンシー(透 明性)と アカウンタビリティ(説 明

責任)の 二つを挙げてお ります。 この二つの要件を充

たす にはインフォーム ド・コンセ ントに忠実でなけれ

ばな りません。ご存知と思いますが、インフォーム ド・

コンセン トはよくいわれる 「医師が説明して患者が同

意する」 というのではなく、 「医師と患 者が治療のゴ

ールを共有 し、そのゴールを達成するために両者が共

同で治療プランを作成するプロセス」(李 啓充)、

あるいは 「医師 と患者の共同学習」 というべきもので

あ ります。

「養生訓」で知られる江戸時代の学者貝原益軒はそ

の本のlllで 「医をよ くゑらぶべ し。」と書いてお りま

す。 このことは今日、医師や病院を選ぶ というだけで

なく、医療の選択 という意味に受けとることができま

す。さきのインフォーム ド ・コンセ ン トの解釈をいい

かえて、イ ンフォーム ド・コンセン トは共同学習の過

程であり、患 者側か らの 「理解と選択」 と考えてよい

とするなら、それはまさに貝原益軒のいう 「医をよ く

ゑ らぶべし」の考えに当てはま ります。医療の本質は

時代 を超えて変わっていないということができます。

インフォーム ド・コンセン トに忠実な医療はそのま

ま 「患者の気持を思 いや る医療」あるいは 「感受性と

思いや りをもって振 る舞 い、患者を人間として遇する

医療」(ア ラン ・マイセン)と な ります。

どうか、みなさんがこれか らの医学 ・医療の実践の

場において、感性を磨き、思いや りの心を培 って、よ

い医療人になられるよう期待 してやみません。

一2一



21世 紀 に医師となる皆 さんへ

医学科第6学年担当 高 後 裕

医学科第23期 生のみなさん、卒業おめで とうござい

ます。学年担当教官として、門出のお祝いの言葉をの

べ させていただきます。入学後、多くの経験 ・試練を

つまれた後、無事、学位記(医 学士)を 手にして、各

人の選択 した道へ進まれるわけであ り、一人一人、感

無量であると同時に漠然とした将来への期待 と不安が

あると思います。

ちなみに、皆さんが医師 として過ごす21世 紀の前半

が、どのような時代になるのか、多くの予測がお こな

われています。科学技術庁(現 文部科学省)の 未来調

査の中でとくに医学 ・生命科学の面での予測をみてみ

ますと、21世 紀には遺伝子技術による人類の進化、人

工生命体の出現、再生医療の普及、長寿化、マイクロ

ロボット医療などが実現されるだろうとされています。

もちろん、これ らの中には、一見荒唐無稽なもののよ

うに思えるものもありますが、あくまで20世 紀の科学

技術進歩の成果 と今後の仲ぴを元として、考えられて

いるものが多いわけです。振 り返って19世 紀の末 に

20世 紀の未来予測がおこなわれていますが、その中に

は、携帯電話、宇宙旅行、新幹線、森林破壊等々が予

言されています。ヒ トの英知と好奇心には、あ らため

て驚かされます。

ところで、本年の2月15日 のScienceとNature誌

には、 ヒト ゲノムの全構造が発表されました。 この

ことは、人類の歴史の中で、ダーウィンの進化論発表

とメンデルの法則再発見以来の快挙であると受け止め

られています。 この報告は、ヒ トゲ ノムの全塩基配列

の第一報であり、今後、その機能的解析が進み、医療 ・

医学研究、治療法の開発などに、多 くの成果が期待さ

れています。丁度25年 前に、小生が米国留学した際、

分子生物学の揺藍期にめぐり合い、毎 日、昼のセ ミナ

ー等で、 リコンビナント技術の倫理性が問題になって

いた ことが思い出されます。その後、遺伝子組み替え

実験は、多 くの研究室の共通技術とな り、たとえば、

当初何のために存在するのか不明であった真核細胞D

NAの 介在配列(イ ン トロン)が 、遺伝子発現を規定

するきわめて重要な情報を含んでいることも明 らかに

されてきました。さらに、正確で迅速な、塩基配列決

定の自動化がおこなわれ、今 日にいたったわけです。

このような進歩の大部分がこの25年 間の科学の発展に

依拠 していることは、驚 くべきことです し、その進歩
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を共有できることは、大変 貴重なことであると思いま

す。 このような発展はバイオ サイエンスの分野ばか

りでなく、情報、工学などあ らゆる分野でお こってい

ることでもあ ります。医学 という道を実践するみなさ

んには、ぜひ、 この流れを自ら体験、それ を実感する

機会を、卒業後、どこかの時点で経験するように願っ

てやみません。

人間はともすれば、現在の環境、 立場に規定 されて、

自由な考え力が制限されることも多 く、先がまった く

見えないように感じてしまいがちですが、つねに、将

来の方向性 を見つめて、 目と耳を大きく開きつつ、着

実な毎 日をすごすごとが、皆さんの将来をよ り価値あ

るものにするために、肝要ではないかと考えます。

医療の現場を考えた場合 にも、高齢化社会はすでに

始まっており、それに対する医療の質 と量はどうある

べきかが問題にされています し、また国民皆保険によ

る医療保険が、財政的な岐路に立たされてきています。

このような中で、皆さんがこれか ら従事す る高度化し

た医療を、どう効率よくかつ安全に、患者さんに提供

するかは、 とても重要な課題の一つです。 また、超高

齢化にともなって、広がってきている医療 の分野で、

各人がどこを分担 しようとするのか、つ まりどの分野

に進むのかを選択する ことも大事なことでしょう。卒

業後は、臨床研修が始まるわけであり、そのために全

国へ拡散されてい くわけですが、多くの経験 と知識 を

つんで、最終的に トータルに満足すべきお医者さんに

なっていただきたいと思います。

医学 ・科学技術の進歩は、従来漠然 としていた概念

や思想が、体系的に説明されるようになり、また診断 ・

治療の選択を考えるうえでも、思い込みや、ひとりよ

が り、裏付けのない経験のみの力法論を用いることの

妥当性が厳しく問われる時代に入ってきました。同時

に遺伝子発現の知識を正 しく持つ ことは、従来神の決

定 と言われた領域に、 ヒトが直接入っていく時代でも

あ り、社会的 リーダー としての側面を持つ医師の責任

は人きいと思います。

どうぞ、優 しく思い遺 りの心を基盤にもつ、いつま

で も医学の進歩を理解、楽 しみながら、それを社会 に

還元する、良い医師になってください。

(内科学第三講座 教授)
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飛 斗翔

礒 学科制 学年捌 阿 部 典 子

旭川 医科 た学医 学部看 護学 科笛2期 生の皆 さん 、 卒

業おめで とうござい ます1、

私 は、 今回 卒業 され る皆 さんが 、 この 大学 の講 義や

実習 での学 習、 人との 出会 いを通 じて培 一った 自分 への

信頼 を もとに、 これか ら大き く羽ば た いて い くこ とを

16!4'i-,てい ます。

そ のため に も、 私は 、riさ んの 卒業 にあ た って 、3

つ の ことを伝え たい と思 い ます。

・つ めは 、 「この 人学 を通 して 、悩 み、 考え、 乗 り

越 えて きた 自分が い る」 とい う実 感 を 大事に して ほ し

い とい うことです、,入学 してか ら これ まで 、幾 多の悩

み 、迷 い、そ して 吾護 の 再びに出 会 った ことだ ろ うと

思 い ます。 しか し、 大学 でそ うした体験 と出会 い、 ・

つ ・つ を 乗 り越 え て さた ことで、 自分を 人と して 強 く

し、 優 しく して きた こ とを、 ノ〉の 白分 が いる ことを忘

れ ないで くだ さい。

そ して 、 こσ状 学でu:に 学 び、 卒業す る69人 の 卒業

生の皆 さん が、 これか らも1':い に 切磋琢 磨 し励 ま しあ

いなが ら様 々な困 難 を 乗り越 えて い ってほ しい と思 い

ます、

二っ めは、i学 ぶ 」 とい うことにつ いてです。

大学 だ けが 「学 び1の 場 ではあ りません.1而 聞は

%Lに しかず 」とい う言菓 があ ります。 皆 さんが これ

か ら医 療の 場で川 会 う1体 験」 は 、 これ までの学 び を

"発 揮 す る場"で あ る と同時 に
、 な に もの に も代 えが

た い"学 び の場"に もな ります。

体験 の 一つ一つ か ら1学 」 んで い く ことによ り、体

験 は 「経 験」 にな 一)てい くはずで す。体 験 は個別 な も

ので あ り、 自分が実 際にぶつかる現実です.経 験 とは、

個 別な もの であ る体験 を吟 味 し、 普遍 的な 真理 をつか

み 、 自分の 中 に道 筋 を紡 ぎだす こ とで す。 体験 を 自ら

1経 験 」 にす る1J.思 い 悩 み、思 考 し、 何 かを体験 か

らつかみ取 る ノ」の基礎 は大学 で修 得 しました.今 後は、

そ の ノJを活 用 し白分の 人生体験 か ら学 び続 けて い って

くだ さい。

また、外 界か ら学ぷ こと(学)と 思索す ること(思)

を併 行 してすす めて ほ しい と思 い ます.孔J'に 「1"1・1

は く、学 んで思 わ ざれ は 則ち圏 し。 思 いて学ば ざれば

則 ち殆ふ し。1と い う言葉 があ ります。,彗物 や 人な ど

か ら学 んで もその内容 を熟 慮 し思 索 しなけれは 、 なに

も明確 にな らない し、 逆 にあれ これ思 索す るだけ では

独断 に陥 り危 険です。

1学」 と 「思1の 併行 を継 続 し、 白分の判 断 基準 を明

確で ・貫 した もの に して いくことは、 看讃のみな らず、

看護 と向きあ ・って い く私達]身 に とって も 尺切な こと

です,,

"E
xperiellces<irrthelessぐmsQflife."と い う姿 勢を

大事に して いりて くだ さい。

三つめは、看護 を看護サー ビスという視点か ら捉 え、

看護実践 の現実 を よ り良 い もの に して いiて ほ しい と

い うことです。 看護 をサ ー ピスと して 捉え た とき、 そ

こには、

・1こ れが正 しい」 という形式的な標準やIll解 が な い。

・サ ー ビ スで ある以 ヒ、提 供す る と同時 に消費 され て

い く.

・相 手(患1皆)の 協 力があ って、 は じめ て成 り、`ノ1つ。

の3つ の特徴 を挙げ る ことがで きます.

これ らの特徴 は実 に 当た り前 の ことです1、 当た り前

で はあ りますが、 同時 に、 看護 が他 者 との 関係性 にお

いて 初めて成 、111して いる ことを も現 して い ます。

多様化す る価 値観、 絶 えざ る技 術 革新、 生命観 の変

化等 々を踏 まえ、 どのよ うな 看護 サー ビスが求め られ

て い くのか。

21世 紀最 初の卒 業生 とな る皆 さんが これ か らの1看

護 」を、創造 して いく ことを期 待 して います。

Yc)LIhaved(mcy(一)urbcst.Y⊂)ucarllcdyour

gradua〔iol1.lRIIIprαlclc)fvc)u.Go{っclluck1

(基礎 看護学講座 助教授)
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卒業にあたって

拶麟調

医学科第23期卒業生 赤 谷 美奈子

6年 前の卒業式の写真。私は赤

翫 い振袖を着て、希望に満ちた顔で
騨 鍔

懸諫 笑っている。

i驚95年3月6日 。一緒 に北 大 を卒

業する友人達8人 と天人峡で一一晩

騒 いだ翌朝、私達は旭川医大に寄

って札幌へ帰ることになっていた。入学試験で自

分が描いた細胞分裂の絵には 自信がなかった。そ

れなのに、合格発表の日に旭川へ来ることになっ

てしまった。その頃既に就職氷河期に入っていたが、

友人達は各々希望の進路に進むことが決まっていて、

残るは私だけだった。

本当に幸いなことに、合格発表の掲示板の前で、

私は胴上げされることになった。それからしば ら

くの間、ほうぼ うからお祝いの電報や電話が続き、

感動的な日々を過 ごした。そ して卒業式の 日がや

って来て、友人達 と互いの前途を祝福 し合い、別

れた。

その 日私が着た振袖は、ずい分安く揃えた もので、

もとは レンタル用 だ った中古 品であ る。 しか し、

充分 とは言 えな い母 の収 入だ けで暮 らして いた我

が家 にとっては大 きな買物で、私 の財産なのだ。

私 のrど も時代、 日の当た らな いアパー トに暮

らす私 達は、 端か ら見れば 、 たいそ う惨め に映 っ

たの か も しれなか った。 役所 に行 けば 、書類 の書

き方 がわか るのか、 と蔑 まれ、 どう して生活 保護

を受 けな いのか、 としつ こく聞 く人も いた。 それ

で も母は私 に、 自分 の家 は友達 の家 と違 う、 とは

決 して思わせ なか った。学 校 に行 きな さい、 そ う

して、 自分の力で這い上がればいい、 と言った。

今 の私は 、よ うや く人生が スター トす る、 とば

か りに いささか気負 いた って いる。 昔の ことを思

い返せば 、や っと ここまで来 た、 とゴール のよ う

に も感 じるが、実 際、全 てが今 か ら始 まるのだ。

2001年3月23日 、赤 い振袖 に再 び袖 を通 し、10

年 も大学 に通 う我儘 を許 して くれ た母 に心か ら感

謝 しなが ら、真摯に生きてゆ く決意を新たに したい。

卒業にあたって

医学科X23期 卒業生 阿 部 真 美

時の流れははやいもので、入学

してもう6年 がたとうとしていま

・ 瀧 す。何とか卒業試験を乗 り切り、

残すは国家試験 と卒業式という中

「かぐらおか」の原稿執筆願いが

きたので6年 間を振 り返ってみる

ことにしました。

2浪 して人学 した旭川医科人学。スター ト地点

に立っただけなのにゴールしたと感じていました。

遠距離恋愛のために週末の度網走へ愛車を走らせ、

夏タイヤで圧雪アイスバーンの石北峠を越えた り、

ブラックアイスバーンを080km/hで 走ったり、

旭川 ・網走間を2時 間で走破したり無茶もしました。

愛車の走行距離は140,000kmを 記録し、その間、

講義は教養 ・基礎 とすすみましたが、勉強したの

は進級試験直前のみという低空飛行を続ける学生

の典型でした。そんな時分に転機がおとずれました。

一J一

旭医にOSCEが 導入され、私達23期 生がOSC

E元 年 となった事です。臨床実習へ出る前に、患

者さんのために何か したいという旭医入学前の自

分の気持ちを思い出す事が出来、積み重ねた医学

知識を患者さんのために生かす と感じられた時か

ら自分は変わ りました。講義では出席カー ドを提

出したら即ロビーで喫煙 とい う悪 い習慣 を続けて

いた 自分が積極的に実習に参加 し、誰 もやったこ

とのないICU当 直実習や春 ・夏休みも手術 に入

った りもしました。 このような機会を提供 して下

さった先生方に感謝 しています。

患者 さんか らもらったインフルエンザ ウイルス

で熱発して実習を休み、患者さんに心配されたこと、

患 者さんの前でオロオロして指導の先生に怒 られ

たこと、寝坊 して実習グループの友人に電話でお

こされたこと等色々なシーンがおぼ ろげ に浮んで

は消えていく。

振 り返ってみると様々な方々の支えがあってこ

こまで これたことを実感 します。両親を始め、皆

様 に感謝の気持ちでいっぱいです。6年 間あ りが

とうございました。
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医学科第23期卒業生 森 井 北 斗

六 年 前 、 僕 は19だ っ た 。

9
その頃 は六年後 の現 在の 事な ど

考え るわ け もな く、 ひたす ら遊ん

だ。 毎 日酒 を飲 んで は、友達 と笑

いなが ら馬鹿な話で盛 りあがった。

親 父た ちのlu:代 の様 に学生運 動 に

燃 えて国の将 来につ いて:E,.Qqって いたわけで もな く、

医学 牛であ るのに医学 につ いて何 一つ語 った覚 え

もな い。 試験 の前だ けはあ くせ く勉 強 し、 何 とか

それを しの ぐと今度 は精 一杯部活動 に打 ち込んだ,

それが 令てだ った。

振 り返 ってみ る と、僕 は実 によ く 「人」 と ・緒 に

いた と思 う,,そ れ は 旭川 とい う小 さな街 に住ん で

いたか らなのか も しれ な いが、何 とはな くいつ も

誰 か と過 ご して いた。 その 事が いい事だ ったか ど

うかはわ か らな い(大 抵 は勉 強 を して いたわ けで

は ないのだか ら),,し か し、 も しもう ・度19の 頃

に戻 った として も、 「人」 と ・緒 に いる時 間は大

事 に した いと思 う。 何よ りも楽 しか った し、そ こ

か ら得 られ る もの はか けが えのな い ものば か りだ

った。

余裕 のあ る時 間 を仲 間 と ・緒 に楽 しんで きた 今ま

で と違 って、 限 られ た時間 で患者 と接 し、 医学 と

向 き 合う毎 日がや って くる。 当然同 じ 「人」 だ と

して も、友達 と患 者では理 解 し合 う事 も信 頼関係

を築 く事 も全く別の次元だと思 う。友達 との間に 「責

任」 は 生まれな い し、何 よ り気 が 合わ なか った ら

付 きあ いをやめれば 良 い。 しか しそれ が 自分 の患

者 であ る場 合、そ うは いかな い、,そこで僕が`・ri

だ と思 う事 は、1人 間好 き」 になる事だ と思 う,,

疾患 やそ の病態 に興味 を持 つ のは医 者 として必 要

な 知的好奇 心で はあ るが 、僕 は病 気 の名前よ りも

患 占の 名前を覚 える医 者にな りた い、,そうい う向

で は色 々な 人と川会 って、1人1に 興味 をる もて

た 良 い学 生生活 だ った様 に思 う。 そ して、 これ か

らつ きあいの 長い 「医学 」の 中に 白分が賭け る こ

とのできるものをつかんで、それに没頭 してみたい。

自分 はきっと、そ こか らだ と思 っている。
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卒業にあたって

看護学科第2期卒業生 高 橋 亜 紀

看護婦という夢 と大学生となれ

る期待 を胸に、旭川医科大学の門

をくぐってか ら早4年 、あっとい

う間であった。個性あふれる仲間、

先輩、後輩 との出会いにより、大

変多 くのことを学び、 とても充実

した学生生活 を送ることができた

と思う。

入学早々、受験勉強のうっぷんをは らすかのご

とく、勉強そっちのけで友達や先輩と交流を深めた。

そんな私が最初にうちひしがれたのは、初めての

レポー ト課題や試験であった。 これ まで培ってき

た 「暗記」よりも、 自分の考えを表現することが

求められ、戸惑った。学年が進むにつれ、専門科

目が増え、少しずつ看護とは何かを考えるように

なっていった。同時に、自分が想像していた以上に、

看護は複雑で、難しいものだということがわかった。

4年 生、約半年にわたる実習や、実習と並行して

行っていく卒業研究か ら逃げ出したくなる日が多々

あった。私 にとって実習は自分自身との闘いの場

であった。患者さんを目の前にして何もできない

自分がもどかしく、悔しく、情けなくもあった。

このような苦 しい 日々を乗 り越え、学生生活を

前向きに楽 しく過 ごす ことができたのは、共に頑

張ってきた仲間がいて くれたおかげだと思 う。時

には相談にのってもらった り、弱音 をはいた り、

打ち上げ と称 し、語 り合ったり … 。良い仲間

達 と共に励 ましあい、助け合 うことができたか ら

こそ、夢を実現 していく勇気 をもちつづける こと

ができたと思う。

卒業後、共に学んだ仲間達はそれぞれの想いを

胸に各地で働 くことになろう。今まで以上に大変

なことやつらいことに直面するかと思う。しかし、

この4年 間で得たことを基盤 に、それぞれが思い

描 く看護を展開 ・発展 させていくことができたら

いいなと思う。

最後に、諸先生方、病棟でお世話になった医師 ・

看護婦さんは じめ、共に学んだ仲間達、影で支え

て くれた両親へ、 この場 をか りて感謝の気持を述

べさせていただきます。心か らあ りがとうござい

ました。

[=========一 一
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卒業にあたって

看護学科第2期卒業生 福 玉 亜 希

な って苦 しんで いる。

て もそん な感 じだ った。大 学 に入 ったば か りの こ

ろは、何 を して遊ぽ う、 どうや って講義 を抜 け出

そ う、そんなことばか りを考えていた。その結果、

テス トの前には授 業でや ったで あろ うこ とをぎ り

ぎ りにな って や り直す は め にな り、 案 の 定結 果

は … 。 しか しあの ころの私 には 「看護」 よ り

も大切 に した いものが あった。そ れは部活 動 のバ

スケ ッ トボールで ある。私 は高校 生の とき膝 の靭

帯 を切 って手術 を して以来 、何が 何で も復 活 して

や ろうと心 に誓 って いた。 それ は もち ろん 自分 の

私はこの原稿を国家試験の4日

前に書いている。性格上、いっも

何 をするにも追いつめ られないと

できな くて、結局苦しくなるのは

自分だ。それがいいことか悪いこ

とかはわか らないが、どうも直す

ことができな くいつもぎりぎりに

この四年間を振 り返 ってみ

ためでもあったが、もう一つ理由があった。試合

にはいつ も応援に来て くれた両親。恥ずか しい時

もあったが、今思えば とても感謝 している。そん

な両親の応援もあ り、部活動では北医体三連覇を

達成することができた。部員全員で達成 した この

結果は大学生活の中での本当にいい思い出になった。

そんな私が 「看護」について本気で考えるよう

になったのは、助産に出会ってからかもしれない。

今考えると、助産婦にな りたいと思 った時か ら本

当に辛いことが多かった し、何度 もやめたいと思

った。 しかし今は続けてよかった と思 うし、実習

や講義の中で、 これから看護職につく人間として

とても成長することができたと思える。卒業後、

就職してからも辛いこと、苦しいこと、楽しいこと、

うれ しいこと、いろいろあると思 う。 しかしいつ

までもこの四年間で経験 してきた ことが、これか

らの自分を支えていくと思う。

最後にな りましたが、諸先生方、共に学んだ仲

間達、先輩や後輩、コーチ、そ して両親に感謝の

言葉を述べたいと思います。本当にありがとうご

ざいました。
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追 憶 と 感 謝

私の歩んだ人生のうちおよそ半分ぐらい旭川医

科大学で過ごしてきた。何 と長い月日であったこ

とであろう。 この地は水田地帯で、農家が散在 し

ていたところで、これといって何もないところで、

あの日から大学ができて、病院ができ、いまでは

その病院が拡大されようとしている。大学のまわ

りに家が建ち並んで、丘の上に静かな街ができた。

その昔アイヌの人たちの 〈ヘッチェする〉 ところ、

つまり 〈神楽〉の場所で、 このあたりは祭場で、

アイヌ人が原始的な舞踊劇が演じられた場所で、 〈ヘ

ッチェ〉というのは、ユーカラを演じるさいに、人々

が演者を励ますために、 〈レプニ〉棒を打ち振 り、

力強 く くヘーイ ッ、へ一イッ〉 と掛け声をかけと

いう意味だそうだ。 このあたりは 〈イナウ ・サン〉

(祭壇)を 意味したから、何か神聖な場所を指す

ということだった(『 知里真志保著作集』3)。

いまもこの地に立ち、大雪山連峰と十勝連峰がみえ、

神々しさを感じる。アイヌ人たちが この地を祭場

と選んだが分かる気がする。

この地に医科大学ができたのであるから、まさ

にヒポクラテスの神殿医学の思い起 こさせる。私

はかつてギ リシアの旅をした ことがあったが、神

殿医学は静かな神聖なところに建て られていた。

むろんこの地 とヒポテクラスの神殿医学 とはいろ

いろな意味において比較にならないかも知れないが、

この静かな、アイヌ人が神を祝 う場所に医科大学

が建てられたことは意義が深い。 この地で教育研

究をされた ことは将来きっと結実 していくに違い

ない。

この地は私を育てて くれた。私 に自由に研究さ

せてくれる機会を与えてくれた。 この大学で研究

ができた。本当に夢中になり本を読み研究をした。

朝5時 にもう研究室にはいり8時 過ぎに朝飯 を食

べに家に帰った。それか ら夜9時 過ぎにまで、研

究室で独 り静かに研究し思索を続けた。 これが20

数年間続 いた 日課であった。学期が始 まると、毎

一9一

哲学 教授 岡 田 雅 勝

週学生たち と読書会をして、語 りあった こと。夏

になると閑を見出 して釣 りに出かけた。また釣 り

クラブをつ くり学生たちと楽しんだ。川や海に出

かけ思い切 り自然を楽しんだ。また学生たちと文

芸クラブをつくり文学を論 じた り詩をつ くった り

して思い出は尽きない。

幸い文部省の海外出張で西 ドイツに行 く機会を

もてた。最初は海外に行くつもりがなかったが、

社会学の笹森先生(先 生には本当にいろいろとお

世話になった)に 進められ、応募した ところ当た

ってしまい、 ミュンヘン大学で学ぶことになった。

20数 年前の貴重な体験であった。海外がすば らし

いところとは思ってもみなかった。それは私の研

究 にとって最も貴重な体験であった。シュティク

ミラー教授のもとで、分析哲学を学び論理学を研

究 した。その経験が私のウィ トゲ ンシュタイン研

究 となり、西欧哲学を深める結果となった。

その後私の海外出張が続いた。そのなかで、中

国医学倫理学会との交流を して中国に何度か滞在

した。そ して 日本 との交流とが続 いた。今医療倫

理が国際的にな り、医療倫理のグローバリゼーシ

ョンが言われているが、中国と交流は貴重であった。

これ を機会 にアメリカとの交流がなされ、 日本医

学哲学 ・倫理学会を創設 し、そ して 日本生命倫理

学会の創設に参加した思い出も残る。

旭川医科大学は私の研究 を支え、私は心置きな

く研究 をすることができた。 いた らない点も多 く

あったが、多くの人たちから支えて頂いた。また

5年 前、脳梗塞で倒れたが、この大学の第一内科

で手厚 く看護 され、いまは元気さを取 り戻した。

この大学で大変にお世話になった。私を暖かく包

み込んでくださった旭川医科大学の皆さんに感謝

したい。長年、本当に有難うございました。

}



今こそ振 り返 られる
一現職退陣 を前 に一

生騨 第一灘 鞭 黒 島 農 汎

過去を振 り返る ことは現場の問題 を解決 しよ うと

す る時にfi.な 学 問的手続 きの一つ である ことは、

疑いない。,それが過 去の成果の充実 を、 さらに変革

をもた らして、問題の解決に繋がることも、また歴

史が教えてくれる。 このような確信 はこれ まで、 自

らの分野での ㌦1ゴ典に遡 る"行 動を進め る原動))と

なった。 また同時 に占典に名を残 した 入物の 入間像

に関する関心 も深める ことにもなった。恐 らくこの

ことは"過 去 に対する気億の喪失が、倦怠 と無気 力

の状況を生み出す"こ とがないようにもしてくれて、

さらなる研鎖への意欲を与えて くれ ているよ うだ。

そんな自分 史を少 し垣間みてみたい。 生理学への関

心は学 生時代のパヴロフの 菩書"大 脳 両'隅kの 働 き

についての講義(「 条件反射学」 林課訳)"と ベ

ルナー ルの 鰭㍉1}"実 験医学研究序説"(「 実験医学

序liyLl浦 岱栄訳)をiiiLんだことでかき、1五てられた。

あたか も11.大な ドラマ に接 したかのよ うな感慨に浸

され たことが昨llの ように思い川 され る。その全業

績を 「元にlljl,くことがで きれば、我 が生理学への道

は必ずや辿れるに違 いな いとい う滞在的な欲求がそ

れ以来ありたよ うである、そ してその思 いが旭川医

科1,}..時 代 に実現 したことは忘れ られな い出)k事 で

あった。昭和53{1匡1際 シンポ ジウムで ソヴ で工 卜連

郎の ノヴ ォシビル スクを訪問 した とき、 ノヴォシビ

ルスク大学 の先生が連れて いって くれた国営llr書店

で大脳 生理学の開拓者であるパブ ロフの令業績集 を

購入できた、 ベルナールの全 業績集は昭和55年 ハ ン

ガ リーのブ ダペ ス トでの国際会議の帰路 に立ち寄 っ

たバ リの 占書店で 見付けることがで きた。19世 紀の

フラン スの生理学 者ベルナー ルは また 自然科学 とし

ての医学の先駆者として位置づけられる碩学である。

これ ら全集の 存在その ものが我が牛理学へのブー ス

ター として働 いて いる ことは確かだ と信 じているが

如fll∫だろう。勿論 これ らの書物の背表紙 の列を眺め

ているだけで幸せな気分になれ るとい ったビプ リオ

ファイル的性癖 も多分にあるようではあるが.特 に

ベルナールは我が私淑の 入として大きな存在である。

その後、病膏旨に入り昭和58年 文部省在外研究 員と

して ジュネーブ滞在の問、ベルナールの墓 をバリは

ペール ラシエー ズ墓地に探 し、ベ ルナールの生地 を

リヨシの北サ ンジュリア ン ・アン ・ポジ ョレに訪ね

る ことになった.ま た画家 レル ミッ トによるヘルナ

・一ル実験示説図をようや くバ リの フランス医学アカ

デ ミー に探 し求 め生理学 者ベルナ・一ルへの想 いを新

たにす ることができた。 さらに現職退陣 の前年、'F

成12年 リヨンでの国際会議を機 に再びベルナールの

地を訪れ る幸運 に恵 まれる ことになった。その時、

オルム ステ ド&オ ルム ステ ドによるベルナー ル伝の

拙訳を旧ベルナール邸であるベルナール博物館に寄

贈で きた ことも喜 びの つ であった。 さあ、 もうこ

の位にしよう。

勿論旭川医人での我が4'Yfit紀 の沢lllの先輩、後輩、

1司僚とともに学び励んだ 日々も、なに ものにも代え

難い 多くの貴 重な財産 としての記憶を もち らして く

れている、特に新 しい研究室の設計図をり1きなが ら、

間借 り研究室で実験 に明 け暮れ した[々 ほど充実 し

た時を感 じた ことは少な い,,そ の時の仲間の多くが

メ(学教授 として、また新 しい 田界で活躍 している こ

とは、 あσ)時のエネルギーが結実 した ことを示す も

のだ と思いたい。

しか し現代はと、 たげさなことまで 言わな くとも、

この数年の自らの環境 には変化を求めて前進せよ、

過去を懐か しむのは"罪 と罰"そ よと0)声 が合い詳

葉のよ うに教育の場でも、研究 の場で も鳴 り響 いて

いるので我が確信の実践は どうして も疎かにな らざ

るを得なか った。 従って これか らであ る、存分にい

ままで蓄積 した過去を 負り、貴重な記憶を再生 し、

私淑す る 人物 とその古典 に遡 り少 しで もこの怠慢 を

償いたい し、償 うのは,,今 こそ振 り返 られる。勿論

もはや..働 の季節ではな い、享受の 季節"を 迎え

ん とす る我が身なれば、過去の英知 を未来の 英知へ

などといったおおそれた ことな ど出来る筈もないが、

自らの庭の肥や しにはな るだろ う。そ して 持いu卜代

の熱意 と想像 力と独創性 に21世 紀を夢みることを去

る者の特権 として許 して欲 しい と願 うのみである。

それか ら選ばなかったJh,語 らなか った 占葉につい

て も想いを致す白由を楽 しんでみたい。

i過 去 は過 去だ!」

父 さん は 間違 って い る。 過 去 は現 件 につ な が って い

るのだ

ジ1」ゼ フ ・フ ァ でンダー

(
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教 授 新 任 挨 拶

臨床検査医学講座 教授 伊 藤 喜 久

f

昨年の4月16日 付けで臨床検査医学講座教授、

検査部長として自治医大臨床病理学講座(現 検査

医学講座)か ら赴任 して参 りました。臨床検査の

うち血液、尿など体液を扱う検体検査部門の中の

臨床化学、血漿蛋白学を専門 としています。 どう

ぞよろしくお願いいたします。

生まれは静岡県です。外科医であった父の勤務

地の関係から新潟、長野、千葉と移り住みました。

子供のころから検死の話 を聞きなが らカレーライ

スの肉を頬張 り、小腸イレウスの長い切除標本を

見なが ら育ったせいもあり、医学、医療 に興味が

生まれ、ごく自然に医学部を選びました。小中高

校 を過ごした信州の飯田市は中央アルプス、南ア

ルプスの山あいにある風光明媚な地であり、その

後はさらに大きな北海道に魅せ られました。

北大の学生時代は当時の世相も反映して、授業、

実習ができない状態が続きました。それぞれが自

分 自身の生き方を考え、悩みながら医学医療の面

白さを求めて学ぶ、通常では経験 しえない時期を

過ごしました。そのせいか同期には基礎医学で活

躍されている方を数多 く輩出 しています。夏には

蚊に随分刺されながら札幌の近郊の山々をめぐり、

浜頓別のヤマ メ釣 りに夜中の旭川を車で通 り抜け

たこともあります。

昭和48年9月 卒業、その年から急に難易度を増

した国家試験をかろうじてクリアーして、翌年開

院 となった自治医大附属病院臨床病理部にレジデ

ン トとして入局、その後講座の助手から助教授ま

で25年 間務めました。恩師河合 忠教授は、アメ

リカで臨床病理の研修を7年 間修められ専門医試

験に合格、本場アメリカの臨床検査を初めて日本

にもたらされた方です。教授室で始めに言い渡さ

れたことは、学問に対 しては尊卑貴賎の別はない

この一言です。 自由闊達な雰囲気の中で研修 し、

検査部、内科各科 をローテーシ ョンして戻 り、早

速始めた仕事が尿中低分子蛋白 α1一 マイクログ

ロブリンで した。その後20数 年、それ らが今なお

研究の柱 として生き続けるとになるとは、思いも

よらないことで した。 自治医大のある栃木県 も日

光国立公園や東照宮な どを有 し、自然 と歴史の調

和 した大変魅力ある所で した。

昭和60年 か ら61年 まで英国 リーズ大学癌研究施

設EHCooper教 授にお招きいただき尿蛋白の世

界はさらに広が ります。創造、思想の自由が尊重

された中で、静かに黙 々と自分 自身の道 を開 く

originality,priorityの 姿勢が貫かれていること

で した。臨床検査医学はきわめて裾野がひろい横

断領域ですが、それぞれの検査医が高い専門性を

持ち、国全体に渡る医学医療の高い水準が維持さ

れています。専門医によるカンファレンスは、予

め相談などまったくなくいきなりデータが提示され、

討論が始まる真剣勝負で した。 リーズ市は北イギ

リスの大学都市で人口100万 、背後には氷河 によ

り形成 された壮大な谷間daleが ひかえ、休 日には

よく散策しリフレッシュしたものです。

新任 と申しましても早1年 、お陰様で皆さまの

温かいご指導、ご協力をいただき感謝致 してお り

ます。研究、検査業務、教育において、ルールに

沿いながら最大限に、 ご自分の興味を深め豊かな

創造性が育まれ ますよう、よ りよい環境作 りを推

進 していかなければな りません。臨床検査の領域

からも専門性を高め、確実に医療への応用を進め、

教育を通 じてこれか らも継承 されるよう、今後と

も微力なが ら努めて参 りたいと思ってお ります。

初めての夏は富良野に遊びました。今年はもう少

し足を伸ば してみます。 いささか 自叙伝風 となり

ましたが、よしなし事を書きつけさせていただき、
"新任"の ご挨拶の大団円とさせていただきます

。
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就 任 ご 挨 拶

解剖輔 ・灘 綴 渡 部
」ー岡

昨 年の10月 よ り、 本学 の解 剖学第 二講 座 を担 当

してお ります.着 任 早々、第1学 年 後期 の総 合生

命科 学 の講義 ・実習 が始 ま り、 人体 組織学 の講義

ノー トや配 布プ リン トの作 成に慌 ただ しい 日々を

送 って いる うち に、 あ っとい う間 にfi度 末が来 て

しまいま した。 今年、講義 ・実習 で接 した1年 次

の皆 さん は、 とて も素 直で ま じめな学 生が多 く、

久 しぶ りに講義室や 実習室 で楽 しく時間 を過 ごす

ことがで きました。

私 は 東京 で生 まれ て高校 卒 業まで実家 で暮 ら し

た後、 母校の筑波 大学で学生時 代 も含めて16年 、

次 に 大阪 大学 で5年 過 ご し、 こち らに 着任 いた し

ま した。 な にぶん に も、北海 道で 生活す るのは 初

めての ことな ので、 無 事に冬 を越 す ことがで きる

だろ うか と心 配 してお りま したが 、 こち らは風 が

弱 い ことと室 内の暖 房な ど防寒 の⊥ たが しっか り

な さオiている ことで、つ くば や 大阪な どよ りも体

感温度 と しては暖か く感 じます。 また、 当地は確

か に雪 が 多く降 りますが、 同時 に きれ いな青空や

太陽がのぞ くこと も 多いた め、 大学 の研究 室の窓

外に頂 に雪 を被 った旭 岳が 見え る 口な ど、 とて も

気分が 良 く、な んだか 自分の能 η以 ヒに仕事が進

むような気が してお ります、,

思 い起 こせば、私が医学教育を受けた筑波大学は、

ち ょうど旭 川医科 大学 とほぼ 同 じ時期 に開学 し、

私が 入学 した1979年 には、 まだ医学の 卒業 生も出

て いな い若い 大学 で した、,大学 の ロケーシ ョン も

街 か ら離れ た ところにぼ つん とある とい う貝合で

したので、連 日、 同級 の誰かの 部屋で つ まらな い

ことを議論 しなが ら時間 無制限 で飲ん だ くれて お

りました。 この旭 川医科 大学の キ ャンバ スは、私

に とって は、何か その よ うな筑 波 大学 での生活 を

思 い起 こさせ る懐か しい感 じが いた します、,

当時 の筑 波 左学 医学 専門学群 とい うのはii型

カ リキ ■ラムの実験,,の よ うな ところで、解剖 か

ら生理 や病理 まで こ った 煮にな った講義 ・実習 の

1?

毎 日に、我 々は右往左往 してお りま した,,今 で こそ、

いろいろな大学で統合型カリキュラムが軌道に乗 り、

h・ 器官 系ご とに編 まれた 良い教科 書 も多数 出

版 さオiてお りますが、 当時は 大学で習 った講義 の

内容 が、 どの教科書 の どこに書 いて あるのか もわ

か らず 、器官 別の 各コー スの試験 勉強 のたび に、

解剖 か ら生理 、生化、 薬理、病 理の教科 書 を机 の

ヒ ・杯に広げ ては悪戦 呂:闘して いた ことを思 い出

します。

そのよ うな原 体験が あ るた めで しょうか、現 在

の旭 川医 大の新 カ リキ ュラム の枠組み の ドで教 育

にあたる のは、私 自身に とっては違和 感な くとけ

込 む ことが で きて楽 しい反 面、は じめ て医学 を学

ぶ学1Lさ んに とっては、 全体 の構成 を 見失 って途

方 に 細1て しまう こともあるのだ ろうな と、ll㌦の

自分を思 い出 しなが ら、 と きどき同情 の念が湧 き

お こるの を禁 じ碍 ませ ん。私 は、統 合型 カ リキ コ

ラムの 盲信的 な賛 同 者で も、 否定論1号で もあ りま

せ んが、 どのよ うな枠 組みで 教育 を行 うにせ よ、

結 局の と ころ重 要な のは講義 ・実習 におけ る個 々

の教官 の熱意 と魅 ノ」ではないか と考えてお ります、,

今後 も、 この ことを常 に忘れないように心掛 けて、

旭 川医科 大学 で解剖学 関係 の教育 にあた って い き

た い と思 ってお ります ので 、 どうか よろ しくお願

いいた します。 また、 この稿では、紙 幅の関係 で

触れ られ ませ んで したが、研究 面では、細胞 内小

器官 の形成過 程 に興味 を持 ち、 現在 は内 分泌細胞

の分泌穎粒 形成機構 に関す る解析 を形態学お よび

生化 学の両 面か ら総 合的 に進 めてお ります、,その

研究 の過程 で、細胞 内の微細 構造 の解 析や さま ざ

まな物質 の細胞 内 局在部位 の同定 に関 しては経験

を積 んで まい りま したので 、何か、 そのよ うな技

術 でお役 にたて るよ うな ことが あ りました ら、 ど

うかお気軽 に/Aを かけて ドさい、,

(
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小児科学講座教授として

就任するにあたって

この度、平成12年11月16日 付けで旭川医科大

学医学部の小児科科学講座教授 と して赴任 いた

しました。旭川医科 大学小児科学教室は、私が

か って母校北大の小児科学教室 で教えを受 けた

初代吉岡一名誉教授、2代 目奥野晃正名誉教授

のご指導の もとに、 よき伝統 と十分なエネルギ

ー を秘めてお り、 この教室に赴任できたことの

喜びを感 じるとともにその責任 の重さを実感 し

てお ります。

自己紹介 させていただきます と、札幌生 まれ

の札幌育 ちで北海道3世 にあた ります。昭和46

年に北海道大学医学部を卒業 し、小児科に入局。

北海道大学医学部附属病院及び市立小樽病院に

おいて小児科の初期研修後、医学部第一生理学

講座において広重力教授(現 北海道医療大学学長、

元北海道大学総長)の ご指導の もとに、大学院

生として 「ス トレス下における視床 ド部一下垂

体 一副腎系の生理学の研究」 に従事 しま した。

在席当時 の教室 には、本学の金沢徹名誉教授、

黒島農汎教授が在席 してお られ研究の ノウハ ウ

を教えて頂きました。 また奥野晃正名誉教授 も

同門であ ります。 このような先輩 に恵まれ、 ま

た本学に赴任できたことは何かの絆を感 じます。

その後3年 半 ほどカナダ、マニ トバ大学 のウイ

ニペグ小児病院内分泌部門において レジデン ト、

リサーチ フェロー、次 いでアメ リカ、 メリーラ

ン ド州ベセスダにある国立衛生研究所小児部門

においてビジティングフェローとして臨床及び 「副

腎性 アン ドロゲ ンの分泌調節機構」 の研究に従

事しました。帰国後、札幌厚生病院小児科医長、

その後母校 において助手、病棟医長、講師を務

めてまいりました。

ところで、医科大学におけ る臨床科の使命は

論ずるまで もなく教育、診療、研究 にあ り、 こ

れ らのバ ランスの とれた発展が求め られます。

新生児か ら思春期 までのあ らゆる疾患 を対象 と

す る小児科学 においては、その医療の目標は人

間の成長 と発達 を確保す るための技術 であ り、

知識で あ り、 アー トでなければな りません。 し
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小児科学講座 教授 藤 枝 憲 二

たがって教育の面では、高度専 問職業人 として

必要な資質である、知識、技術 と心 を育て、病

気は勿論の こと、病者 をどのようにケア、診療

するか学生、研修医 に考えさせ る指導を し、社

会が求める医師を育て るよ うに心がけて行 きた

いと考えています。幸い教室には、神経 ・心身症、

感 染 ・免疫、循環器、血液、新生児、 内分泌、

遺伝な ど各分野 に優れたエキスパー トがそろ っ

てお りますので、教室員 ともども一致協力 して

各分野をさらに一層充実 させ、学部教育を行 い、

そ して道 北、道東の医療 の砦 としての責任 を果

たしていきたいと考えてお ります。

私の専門分野は、成長 ・発達 の内分泌学な ら

び に糖尿病学 ・代謝学で、特 に性 の分化 ・性の

成熟機構、成長障害、小児糖尿病な どの病態、

病因を分子遺伝学的、分子生物学的手法 によっ

て解析 して きました。 また先天性副腎過形成症

の新 生児マススク リーニ ング疾患 としての シス

テム化な ど公衆衛生学的な事業 にも参画 してき

ました。そ こで今後は、 これ まで教室の各診療

グループが行 って きたテーマを継続、発展 させ

る とともに、新た に成長 ・発達の分子機構の解

析 をテーマに加 え、基礎 ・臨床の諸講座の先生

方 のご協力を得なが ら取 り組んでいきた いと考

えています。
"人は環境 によ

ってつ くられる"と も言われ

ています。 この地旭川は豊かな自然環境に恵まれ、

旭川医科大学小児科にはすでに清新 の気風溢れ

る良き伝統が築かれてお ります。今後 もこの伝

統 を大切に しつつ、 自由闊達 で切磋琢磨する教

室 を教室員 と一緒 に作 ってい くとともに、今 ま

で に負 けず劣 らず、 国際的に高 く評価 されるよ

うな臨床、教育、研究 を展開できるよ う微 力を

尽 くしたいと考えてお ります。

これか ら長 いお付 き合 いにな りますが、公私 と

もにご指導、ご鞭燵の程、 どうぞよろ しくお願

い申しあげます。



口 1年を振り壷 亙工 コ

医学科第1学 年 魚 嶋 晴 紀

大学 には い って か らの この一 年 、 あ りき た り

な 表現 で す が 、 自 分 に とっ て節 目 とな る年 だ っ

た と思 い ます。 大学 生活 とは どのよ うな ものか、

旭 川 は どん な と ころな の か、 また 、 そ れ に よ り

私 に何 か 変 化 が 見 られ るの か な ど思 い 入れ が あ

りま した 。 そ して、 実 際 生活 して 感 じた の は 、

今の 生活 は 以 前 のそ れ とは 同一 直線 上 にな い も

の なのか も しれ な い とい った こ とです 。

そ の よ う に思 った の は 大学 に 入 って か ら初 め

て帰省 し、高校時代 の友 人と数年ぶ りに会 った際、

おkい に違 和 感 を受 けた か らです 。 これ は 久 し

く会 って いな い こと以r.に 、 自分が 変 わ り、 友

人が 変わ った か らで しょう。

です が 、 何 が私 を変 え た の で しょ うか。 今 の

自分 と以 前 の 自分 との 差 は、 自分 の意 志 で望 ん

だ こと を して い る と い った 、 前向 きな 姿 勢 だ と

思 い ます。 そ して 、 もち ろ ん これ は 考え 方 とい

っ た 内的 な 変化 な のです が、 この よ うな 考 え に

t?っ た のは、 旭 川 に きた こ と、 新 しい環 境 で 生

活 した ことに よ り考え 方 の違 いが き わだ ったか

らで す。

ま た、 以 前 の 生活 とは 異な る と思 うのは 、 こ

の 大学 、 この地 域 で は 、 人 と人 との 関係 が 蜜 で

あ る とい う こ とです。 例 えば 高 校 生活 で は 、 一一

部を除 いた友 人とは、学校 内での彼 らしか知 らず、

一 歩学 校 の 外 へ 出 るの な ら、 大げ さに 言えば ど

ん な 人な の か も分か らな い といえ ます。 そ れ に

比 べ て こち ら、 大学 生 活 がす べ て で あ り、 それ

以外 にな い、 ある意味 閉鎖 され た環境 で しょ う。

こういった関係 は 多少窮 屈な感 じが あ りますが 、

同 じ友 人関 係 で もよ り深 い 付 き 合い にな り、私

に と って は 良い環境 で ある と思 います。

旭川 の生 活 は以 前 の 生 活 を 見直 す の に非 常 に

役 立 ち ま した。 それ と同 時 に こち らの 生活 の 良

い と ころ、 悪 い と ころ も分 か って も来 ま した。

どち らの生%ITが 自分 に合 っ て い るか は 分か りま

せ んが、 今後 その あた りを 見極 め た いです。

「この一奪で得たもの」 コ

医学科第1学 年 高 木 美 沙

4月 か ら始 ま った 大 学 生活1年 目 もな ん と終

わ りに近づ こ うと してい る。 この前の 金曜H(2

月16日)、 学 校 か ら帰 って きてみ て 、1今 日で

1年 生 の 授 業 は終 わ りだ った んだ 一」 とい う こ

とに気 が つ いた。 旭 医 に 入っ てか らまだ 数 ケ 月

しか経 って いな い よ うな 気 がす る の に、 も う第

7講 義 室 で 講 義 を受 け る こ とは な く、4月 か ら

は2年 生 にな る。

この1年 を振 り返 って み る と、 高校 時 代や 浪

八の ときよ りず っ と忙 し く、 充実 して いた よ う

に思 う。 講 義 で は、 生物 や 医学 に 関 して 細 か く

学 ぷ の で、 興 味 深 く聞 く こ とが で き る し、実 習

で は学 んだ こ とを 自分 の 目で 見て確 認 して い く

の で、 夜遅 く帰 る よ うな 大 変 な時 も あ った が、

とて も勉 強 にな っ た。 しか し、 そ のわ りには授

業以 外 で 勉 強 す る ことが 少 な か っ た よ う に感 じ

て反 省 して い る,こ れ か らは、 チ ュー トリア ル

で学 んだ よ うな積極 的 な学習 を して いきた い。

ま た、 この1年 で た く さん の 人に 出 会 った。

学 年 に は私 と同 じ地 元旭 川 の 人が 少 な く、 全国

各地 か ら来 た 、様 々な 背 景 を持 つ 人 と接 す る こ

とが で きて 、 毎 日が 本 当に楽 しい。 み んな 個性

的 で 、私 にな い もの を持 っ てお り、1こ う い う

所 を 見習 わ な けれ ば な らな いな あ」 と思 え るよ

うな ことが た く さん あ った。 つ らいテ ス トや実

習 な ども、 み ん な で協 力 し 合え る し、 分 らな い

と ころが あ って もみ な 親 切 に 教 えて くれ るの で

あ りがた い。 この よ うな すば ら しい友達 とあ と

5年 かそ れ 以 卜、 一緒 に勉 強 しつ きあ ・って いけ

るので、 自分 も少 しでも向 トして いきたい と思 う、,

最 近、 医 療 事 故が 多 発 し、医 療 者の 自覚 が ま

す ます 問わ れ て き て い る。1年 目は1_1々 の慌 た

だ し さにの まれ て、 ゆ と りが もてず 、 もっ と 大

事な こ とを 考え る時 間 が 少 な くな って しま ・った

よ うな気 が す る。 医療 人 と して 人 と して、 意 味

の あ る 人生 を送 る ため に も、 これ か らの学 生 生

活 を もっ と有意 義 に過 ご して いきた い。

(
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1年 を振 り返 って

看護学科第1学 年 佐 藤 栄 晃

入学 してか らの一年間は とて も短かか ったよ

うな、長かったような、そんなあ りきた りな 言

葉では言 いつ くせな い色々な経験 を した一年間

だ ったような気が します。 大学 に人学す るとき

に何を期待 していたか というと、大学 の勉強は

どんな ものだろ う、実習楽 しみだな とか、そん

な 真面目な期待を していたのではな く、部活や

サー クルの ことばか り考えて いたよ うな思 い出

があ ります。 期待 どお り、部活は ものす ごく楽

しく、部活そのものだけでな く先輩達やOB,

OGの 方々か ら色々な ことを教わ りま した。 部

活 に入って色 々な 人達 と接 し、 自分の世 界観が

変わ り、物事を広 く捉 え られ るよ うにな ったよ

うな気もします。

部活 のことだけでな く、勉強 も白分の成長の

糧 とな りました。 大学 での勉強は興味深 いもの

が 多いので、学ぷ ことがす ごく楽 しいと思った

ことが あ りま した 。 また 、病 院 での 実 習 はす ご

く緊 張 しま した が 、 終 え て み る と 自分 に とって

大きな 経験 にな りま した。 新 しい友 達 もで き、

テ ス ト前 は 「合宿1と 称 した勉 強 会 が 開 かれ 、

お 万 い に良 いプ レ ッシ ャー(時 には 過 度 の)を

与 えあ いテ ス トも乗 り越 え る ことが で きま した。

実 を言 う と、 こ の原 稿 はそ の1合 宿1中 に書 か

れた ものです。みんながカ リカ リ勉強 している中、

何 を書 けば い い のか わ か らず 頭 を抱 え 、 また こ

れ を書 い た後 に もテ ス ト勉 強が 待 ち か ま え て い

る と思 うと … 。

まあ こんな 感 じで 、楽 し く一 年 間 を す ご して

き ま したが 、 これ か ら=年 生 にな る こ とを忘 れ

て は い け ませ ん 。=年 生 は三 年 生 以1=に も気 を

使 い 、 一年 生 に も 甘え られ る と い う大 変 な学 年

だ と思 い ます 。 また、 勉 強 の 方 もだ ん だ ん と専

門 的 な 内容 が 増 え て くる と思 うの で 「合宿 」 ど

ころ で は済 まな くな って き ます。 これ か らの 勉

強 会 は 「出家 」 に名前 を変 え、 夜 食 も精 進 料理

に し、 テ ス ト後 は 仏 にな る く らい の気 持 ちで頑

張 って い きた いと思 い ます。

4

1年を卿塑

看護学科第1学 年 高 屋 敷 舞

入学 して か ら、 あ っ と い う まに1年 が過 ぎて

行 きま した、,この1年 で、 牛活 が大 きく変化 し、

何 もせ ず に過 ご した とい う 日はな か った よ うに

思 います。

4月 の 初 め の ころ は、 「この クラ スに馴 染 ん

で い け るの か」 だ とか 、 「勉強 につ いて い け る

の か」 とい った 不安 が 大 きか った ので すが 、 次

第 に軽 減 して い きま した。 そ う して 、 部活 動 や

ア ルバ イ トを本格 的 に始 め ま した 。 私 は学 生な

ので勉強す るのは、あた りまえの ことです。 でも、

部活 動 や ア ルバ イ トを通 して、 自 分の 視野 を広

げ る こ と も、 今 学 生だ か らで き る大 切 な ことだ

と実 感 しま した。 先輩 をは じめ さ まざ まな 人と

接す る こ とが 増 え るの で 、将 来 コ ミ ュニ ケー シ

ョンが 重要な 仕 事に就 く私 に と って は、 良 い経

験 にな ります 。 学校 以 外 で も、 学 ぷ こ とが 多 い

とあ らため て思 い ました。

12月 には 、1週 間 に 及ぶ 初 めて の病 棟 で の 看

護実 習が あ りま した。 や る こ とはな す こ と初 め

て の ことば か りで した 。 白分 は 今、 何 を した ら

良 い のか 、 ど うい う目的 を持 っ て い る のか 、 と

い った こと を常 に 考えて 行 動 す る のは 、 慣 れ て

いな いせ い もあ って か とて もつ らい ことで した。

「も う嫌 だ」 と思 って しま った こと も あ った く

らい です。 そ れ で も、 無 事 襲 り越 え る こ とが で

き た のは 、 同 じ辛 さ を分 か ち あ えた ク ラ ス メ イ

トが いたか らだ と思 います 。 看護 学 科 は60名1

クラ スと い う こ と もあ り、 み んな 顔 見知 りで仲

の 良 い ク ラ スです 。 行 事が あ るた び に、 み んな

で 協 力して い くのが とて も楽 しいです。

楽 しくす る の も、 辛 くす る の も、 や る 気 を 出

す の も、 ダ つけ て しま うの も、す べ て 自分次 第

だ と い う こ とが、1年 を振 り返 って み て わか っ

た よ うな 気 が します 。2学 年 にな って も、 学 生

生活 を 自分 の 努 力で 充 実 した もの に して 、何 事

に も興 味 を持 ちが ん ば っ て い きた い と思 って い

ます。
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口 杢学祭を終えてー
平成12年度医大祭実行委員会委員長

岡 山 大 志

医科 フェスタ2000を 終 えてか らも う半 年が過ぎ

ま した、言 い換 えれば それ は今 年の学 祭 まで もう
'卜年 も無 い とい う ことです

.今 年の学 祭は現3年

生たちが集まって、順調な スター トを切ってお り、

準備 万端 とい った所 で しょうか。

さて、 去年の学 祭(医 科 フェ スタ2000)を 振 り

返一ってみたいと思 います。医科フェスタ2000で は、

① 文化 活動 を発展 させ る、② 学 生のエ ネルギ ー を

発揮 す る、③ 市民 との 交流 を深 める、 という 三つ

の口的 を掲げてやってきま した。

(Pの 日標 につ いては、音 楽 ・芸術系 団体が核 と

なって素晴 らしい演奏、作品を披露 して くれま した。

② の 目標 では、実 行委 員をは じめ、 多 くの学 生

た ちが そ0)実 力 を発揮 して くれ ま した。 ・緒 に 大

学祭 を作 りLげ て い く過程 で、 トドの学 年 との 夕

テ のつなが り、 クラス メー ト ・看護 科 との ヨコの

つな が りも この学 祭で強 まった ことで しょ う。 こ

の ことは、我 々21世 紀 のチ ーム医療 を 支えて いく

上で、 ます ます必要 にな って いくチーム ワー クを

学ぶ ことができたので はな いで しょうか。

③ の目標は フリーマーケ ッ ト、後援会、医学展、

各種 イベ ン トにお いて、 多 くの 市民の方 々が参加

して下 さったの を見る と満 足の い く結 果が 得 られ

た と確 信 してお ります,し か し、 一一部では 迷rの

tが でた、 盗難の 発生、忘れ 物 に対す る管理 が し

っか りして いなか ったな ど、 多くの問題点 が 挙げ

られ ました。 今後、 医 大祭 がよ りいっそ う大 きく

な ってい く うえで、 これ らのエマ ー ジェンシー に

対 してr'i剣に考 えていかねばな りません。

以上が僕の学祭実行委 員長をや っての感想です。

手探 りの状態で始めた医科 フェスタで したが、我 々

は多 くの ことを学 んだ と実感 してお ります,

最後 にな りま したが、医科 フェスタ2000を 快 く

ご支援 して下 さった先生 方、学生課 の 方々、地 域

の方 々に感謝の意 を申 しr.げ た いと思 います、,

私 の保 健 管 理 セ ンタ ー 日誌
一1年 分 の想 い 一

旭川医 大保健管理セ ンター 創設以来16年 間勤務さ

れた保健婦 の玉川 さんが退官 され、'F成12年4月 よ

り後任 として勤務させて いただいて います。最初、

iミ川 さんか ら保健管理セ ンターでは、 どんな仕事 を

するのかを色々と教わ りました。短い時間でしたが、

お話 しを伺っているだけで、 どの仕事 にも、その根

底には学生への深い愛情があるのが感 じられ ました。

それは、玉川 さんだ けでな く先生や学生課の方 々も

1司じだ と思いま した.旭 川医大の学生は(学 生自身

が今それに気づ くか どうか別 としても)愛 され、大

切にされ、尊喧されている と思いました.

保健管理セ ン4・一で、毎Hr'1:と 接 していると、

ふ と白分が学生だった頃の ことを考え るよ うにな り

ま した。何 卜年か 前、 自分が学1トだ った頃、何を 考

え何 に悩んでいただ ろうか と。 今思えば、あの頃 の

私は自分が、 まわ りにいる多くの人たちに支え られ、

見守 られていたということに気 づいてはいなかった

ように思います.

保健管理セ ンタ・一 保健婦 藤 尾 美 登世

毎目出会う多くの学生は勉強や実習、部活やバイト、

家 事な ど本当によく頑張って いるなあと思い ます。

でも時 々、少 し頑張 りす ぎかな と思 う人もい ます。

自分には何がで きて、今、何がで きないか を知るこ

とも必要ではないか と思います。そ して精一杯頑張

った ら、頑張 って いる 自分を認めてあげてほ しいと

思 います。 医学や看護が専門の方ばか りなのに こん

なことを書 くのも恐縮ですが、"疲 れた ら休む""冷

えた ら暖 まる",._っ て しまった らほ ぐす"な ど、

ごくふつ うの こともとても 大切なのではな いか と思

います,,さ らに白分に 合った リフレッシュ法を 見つ

け られる ととてもよ いと思 います。専 門家になると

して も、ふつうの 人間 としての生%dl皆の視点 も忘れ

ないでいたいものです、

大学で過 ごす 長いよ うで短か い大切な時を、自分

なりに有意義に過ごされることを心より願っています.

これか らも学 生のみな さんと共に歩んでいきたいと

思います、、どうぞよろ しくお願い します。

1
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助教授紹介

氏 名 平 田 哲

所 属 千術部

出身大学 旭川医科大学大学院

ひ と 言 本学卒業生(2期

生)の 平田です。

昨年5月 より手術部副部長をおおせつか りまし

た。学生時代は我々が医大創設期に創ったバレ

ーボール部が、どうやって試合に勝つかばか り

を、卒業後20年 間は癌の患者さんを手術 ・診療

をしながら、どう治療成績をあげるかを考え過

ごしてきました。今は、どうした ら安全で、そ

して皆さんが仕事のやりやすい、効率的な手術

室になるのかを微力ながら考えてお ります。皆

様のご協力とご指導をお願い致 します。

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

加 藤 剛 志

生化学第一講座

北海道大学大学院

十 数 年 前、 本学

で助 予 として約

2年 半お世話になり、その後出身校の北大に移

りましたが、縁あって再び本学に戻って参 りま

した。専門分野は生化学です。本学の助手にな

って以来、タンパク質のリン酸化による調節機

構に関連した仕事をしています。分子生物学的

手法によるタンパク質の改変や電子顕微鏡によ

るタンパク質分子の形態観察なども取 り入れて

研究 しています。旭川に来て、冬にはスキーを

と張 りきっていたのですが、今年の冬は寒 くて

家に閉 じこもりがちです。

(
戸

氏 名 長谷部 直 幸

所 属 内科学第一講座

出身大学 旭川医科大学大学院

ひ と 言 研 究は肺 循 環か

ら始め、冠循環 ・

心機能 ・虚血 ・動脈硬化に加え最近は酸化ス ト

レスを切 り口のひ とつにしています。現在卒後

臨床研修プログラムを策定中ですが、 「研修に

は旭川医大が最高」 と全国から希望者が殺到す

るような魅力有るプログラム作 りに奮闘中です。

第一内科は循環 ・呼吸 ・神経 ・腎と人の生死に

直結する領域が専門です。激増する医療過誤訴

訟を恐れるあまり、危険な医療を敬遠する風潮

を憂慮します。 リスクマネー ジャーも兼任中で

すが、常に患者側に立つ基本姿勢さえあれば、

命を救う医療は感動的な魅力に溢れていると思

います。
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氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

稲 葉 雅 史

外科学第一講座

旭川医科大学

昨年ll月 に7か 月

間の根室市立病院

院長職を終え外科学第一講座に復帰致しました。

短期間で したが、各診療科の御協力も得、病院

経営改善に向け貴重な経験ができました。今 日

大学では医学教育の抜本的改革が行われつつあ

り、また附属病院の新病棟完成 も間近に迫って

おります。高度な医療技術を安全、正確により

多くの患者さんを対象に実施 し、さらによ り短

期間のうちに治癒せしめる質の高い医療が求め

られる時代になりました。この意味で各診療科

相互の医療技術提供や協力が増々必要になるも

のと考えられ今後とも努力致す所存です。



研 究 室 紹 介

精神医学講座 講師 布 村 明 彦

1976年4月 に森山昭之助初代教授の就任によっ

て創設された旭川医大精神医学教室は、1978年9

月に宮岸 勉第二代教授に引き継がれ、1997年9

月に第三代目として千葉 茂教授が就任 して現在

に至っています。四半世紀の歴史の中、当教室で

研鎖した医師は80名 を越え、現在、千葉教授以下

13名 のスタッフが医局に在籍しています。

診療面では、1976年11月 の附属病院開院と同時

に精神科神経科の診療も開始され、精神分裂病、

躁うつ病、神経症、器質性精神病はもちろん、て

んかん、痴呆性疾患、パーキンソン病、脊髄小脳

変性症、薬物依存、睡眠覚醒障害、人格障害、さ

らには不登校や摂食障害な どの児童 ・思春期の精

神医学的問題にも精力的に取り組んできました。

また、院内各科からの要請がますます大きくなっ

てきているコンサルテーション ・リエゾン精神医

学にも早期から力を注いできました。

研究面では、神経生理(脳 波)、 神経化学、お

よび神経病理のπつの研究グループがあ り、千葉

教授の指導のもとに相4:に 連携を保ちなが ら仕事

を進めており、実験で得 られた成果を臨床に反映

させ、科学的かつ合理的な治療法を確立すること

をめざ しています。国内 ・国外の研究施設との共

同研究も近年おおいに成果を1げ ているところです。

神経生理研究室(脳 波研究室)で は、高次脳機

能の解明を念頭において各種の臨床ならびに基礎

的研究を行っています。臨床面では、てんかん、

意識障害、睡眠覚醒障害などの病態を解明すべく、

ビデオ脳波同時記録や脳波マッピングなどを駆使

して研究を進めてお り、基礎研究の分野では、キ

ン ドリングやけいれん誘発物質の脳内微量注入 を

用いててんかんの神経機構 に関する実験研究を行

っています。発達 ・老化過程におけるけいれん準

備性の変化やてんかん発作発現に関わる脳幹の役

割の研究などで多くの新知見を公表しています。

神経化学研究室では、向精神薬の作用機序やス

トレスに対する生体の反応機制を明 らかにするこ

とを目的 として研究を行っています。興奮性アミ

ノ酸が行動に及ぼす影響、ス トレス適応や抗精神

病薬による行動変化における皮質 ドーパミン系の

役割、および精神異常惹起物質が脳内神経伝達系

に及ぼす影響などを検討 して重要な知見を公表 し

ています。

神経病理研究室では、中枢神経系の老化過稗や

老化 と関連の深い神経変性疾患の病態を解明す る

ことを目的に電顕的、あるいは免疫組織化学的手

法を用いた研究を行っています。アルツハイマー

病脳やダウン症候群脳における酸化的傷害の研究

や老化のモデル動物であるプロテアーゼ ・インヒ

ビター脳室内投与ラットの研究などで重要な知見

を公表 しています。

新世紀を迎え、 「脳 とこころの医学」がこれま

で以上に重要性を増していくことは疑いありません。
・人でも多 くの学生が当教室の門をUllいてくれる

ことを切望しています。

一一一====二___________二 二======コ

学生団体の設立 ・継続

届けについて

平成13年 度において、団体活動を継続しようと

する学生団体 または新 しい団体 を設立する予定の

学生は、4月27日(金)ま でに設立届または継続

届を学生課に提出して下 さい。

なお、継続届の提出がない学生団体は、解散 し

たものとして取り扱いますので注意して ドさい。

(学生課)
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何でも相談窓ロについて

学生課内に 「何でも相談窓[」 を設置しました。

この窓 口は、大学生活全般において学生諸君が

もつ悩みについて、相談 しようとしても、何処に

相談すればよいのかわからない時に、気軽に相談

できるようにしたものです。

また、相談等の内容が周 りの者に聞かれたくな

いとか.個 人のプライバシーに関わる場合は、相

談窓]と 併せて学生課内に設置した 「学生相談コ
ーナー」で対応することにしてお りますので、ど

のような内容でもかまいませんので、何か相談事 ・

悩み事があった場合は、いつでも利用してください。

(学生課)



「新歓合宿」のお知室竺
一」

新歓実行委員会委員長 三 浦 紗智子

毎年恒例 の1新 入生歓迎 合宿」 を4月7・8

口に今年 も行 います。

当 目はまず 大学 に集 合 し、学内の案 内や クラ

ブ紹 介を行い ます、た くさんの 先輩た ちが 新入

生獲得のため にすば らしい演奏や体 を張 った芸

を披露 して くれ ることで しょう。 とにか く目が

離せ ません。

その後宿泊場所 となるホテル時屋亭 へ移 動 し

ます。 いよ いよ合宿 も本番。 晩御飯 を食べなが

ら、 自己紹 介やゲー ムを して、1司級 生と も ヒ級

生 とも交流 を深め ま しょう。 さらに昼間 素晴 ら

しいパ フォ・一マ ン スを見せ て くれた 先輩 たちが

乱人してきて新 入生争奪戦が繰 り広げ られます。

最後は新 人生 と新歓委 員で 大いに語 って盛 りL

が りま しょう,,

私達 新歓 委員は 新人生が来 るの を楽 しみに し

ています。 大学 生活 への不 安 も吹 き とばす 楽 し

く有意 義な 合宿 に したいので 多数の参加 をお待

ち して います。

留学隻畿 購 ■

平成12年 度外 国 人留 学生冬季 交流事 業が、2

月10H(十)・11日(日)の2口 問 にわ た り、

美瑛町 白金温 泉の 「国 、且疋大雪青年 の家」 におい

て実施 され ま した,,

この事 業は、今回が初めての試みで あ りま し

た が、在席留学生16人 中11人 とその家 族5人 及

び学 生課 職 員3人 の計19人 が参加 し、 スキー、

水泳、卓 球、羽球等 各種 スポー ツを通 して ト分

に交流 を深め ることができま した,,

また、夜の交流会では、 ゲー ム等 も行い、 終

始和 やかな雰囲気の 巾で、留学 生が有意義 な留

学 牛活 を送れるよ う情報 交換 及び意 見 交換が行

われま した。(学 生課)

平成13年度 日本育英会奨学生

の募集について

平成13年度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納 につ いて

H本 育 英会で は、優 秀な学生で経 済rl勺理 由の

ため就学 困難 な者 に学 資を貸 与しています。

本学では、 日本育英会か らの推薦依 頼に基づ

き、出願 昔の種 々の条件を考慮 して7ftを 行い、

日本育 英会へ推薦 します。

ただ し、 日本育H一会では奨学 金貸 与の種別 ご

とに推薦基準が定 め られてお り、 その資格が あ

って も採用枠 の関係で推薦で きない場 合が あ り

ます。

奨学 生募集 要項 を、4月L旬 に公川掲示板 に

掲示 します ので、貸 与を希望す る学 生は、提 出

期限 まで に所定 の 書類 を学生課 専門職 員に提 出

して くだ さい、、

なお、募 集の時期以外 に家 計の急 変 によ り、

学資の支 弁に困難な事情が 生 じた場 合は、専門

職員に相談 してくだ さい。(学 生課)

'F成13年 度 前期分授業料免除 及び 延納 ・分納

を希 望す る学生で、 免除基準 のいずれ かに該"i

す る と思 われる 者は、学 生課 専門職 員か ら必 要

書類 を受 け取 り、 申請期 間内に提 出 して くだ さ

い。

免除基準 の概要はつ ぎの とお りです。

*経 済 的理 出で授業料納 人が困難であ り、か

つ、学 力優秀 と認め られ る場 合

*授 業料 納期前6ヵ 月以 内において学資負担

者が 死 亡、 又は本 人昔 しくは学 資負担 者が風水

害等 の災害 を受 け、授 業料 納付が著 しく困難で

ある と認め られ る場 合

なお、免除基準及び 申請期間につ いては、公

川掲示板に詳しく掲凡 てありますのでご覧く1

だ さい。 また、不明な点 は、 専門職 員に問 い合

わせ願います。(学 生課)
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「学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ」について

学生の交通事故 ・違反が多発 したことから、平成11

年9月 に 「学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ」

を制定し、再三にわたる掲示や本誌にも掲載 し、注意喚

起をしてきたにも関わらず、制定後も多数(届 出件数

28件 、 うち懲戒処分にあたる訓告が2件 、厳重注意が

12件)の 事故 ・違反を起 こしていることは、学生の本

分に反することで甚だ遺憾であります。

特に速度違反が非常に多く、これは暴走運転といえる

副学長 片 桐

もので、 一・歩間違えれば人命にも関わるものです。諸君

が医学部に籍をおく学生という以前に、車の運転を許可

された者として、当然守らなければならない交通ルール

を守れないことに怒りさえ覚えるものです。

学生諸君は、もう一度 「学生の交通事故 ・違反の取扱

に関する申合せ」をよく理解 し、事故 ・違反を起こさな

いよう注意することはもとより、万が一事故 ・違反を起

こした場合は速やかに屑け出てください。

学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ

(対象)〔 孝成1曵嬰 是
第1本 学学生が交通事故 ・違反を起こし、罰金以上の

刑に処せられた場合、 「学生の本分に反する行為をし

た者」として処分を行う。その際、飲酒運転、無免許

運転の車に、同乗した場合も処分の対象とする。

(処分基準等)

第2処 分に当たっては、交通事故 ・違反の原因、状況、

結果、影響等を考慮の上、総合的に審査し、以下の基

準を勘案する。

1飲 酒運転、無免許運転、著 しい速度違反によるもの

及び悪質なものについては、次の基準により処分を行う。

(1)人 を死亡又は負傷させた場合は、停学以Lと する。

(2)物 損事故を起こした場合は、訓告以1:とする。

(3)同 乗車は、厳重注意又は訓告とする。

2上 記1の(1)、(2)以 外で、罰金以上の刑に処せられ

た場合は、厳重注意又は訓告以t:と する。

3上 記1、2に 再度該当した場合は、前回の処分より

厳 しい処分とする。

〕
4該 当者が入院治療中の場合の処分は、状況を勘案し

て行うものとする。

(届出等の義務)

第3交 通事故 ・違反を起こした学生には、次のとお り

届出 ・報告書を学生課に提出させる。

1交 通事故 ・違反の発生から14日 以内に、別紙1「 交

通事故 ・違反に関する届出書」を提出させる。

なお、入院治療等で期限内に別紙1を 提出できない

場合は、その旨口頭による申出(代 理人でも可)に よ

り猶予する。

2罰 金以上の刑の確定から14日 以内に、別紙2「 事故

等の報告書」に当該交通事故 ・違反の詳細及び本人の

弁明事項等を記載し、事実を証明する書類(起 訴状、

判決文、罰金にかかる領収書等)を 添付し、提出させる。

3上 記1及 び2の 書類の提出等について、期限後に提

出した場合は、その行為を含めて処分の対象とする。

(別紙1、2は 省略)

【処分の租類等について】

処分は厳重注意、訓告、停学及び退学の4種 類であり、

訓告、停学及び退学は本学学則第41条 に規定されてい

る 「懲戒」に該当するものです。本申合せの第2の 処分

基準等において、停学以上とあるのは停学又は退学を、

訓告以上とあるのは訓告、停学又は退学を指しています。

また、 「厳重注意」と 「訓告」の違いは、 「厳重注意」

は教育研究及び厚生補導担当の副学長から]頭 で申し渡

すのに対し、懲戒の一つである 「訓告」(停 学、退学 も

同様)は 学長から処分書を手交し、併せて連帯保証人(父

母等)に も文書で通知し、また 「告示」 として学内の公

用掲示板に氏名 ・処分内容等を掲示することになってい

ます。

なお、第2の3に 規定 している 「再度、該当した場合

は、前回の処分より厳 しい処分とする。」について、以

前に 「厳重注意」を受けている者が、再度事故 ・違反を

起こした場合 「訓告」、 「停学」処分になる等、厳格に

運用されますので注意してください。
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【届出等の義務について】

本申合せに反し、事故 ・違反を起こしたにもかかわら

ず、届出が遅れた者が数名いました。これは、申合せの

第3の3に あるとおり処分に影響されます。(厳 重注意

で済むところ、訓告以上の懲戒処分に処せ られることが

ある。)

交通事故 ・違反を起 こした場合は、罰金以上の刑に処

せられた場合に限 らず全て、発生から14日 以内に 「交通

事故 ・違反に関する届出書」を提出させ、その事故 ・違

反が罰金以上の刑に処せ られた場合は、その刑の確定か

ら14日 以内に 「事故等の報告書」を提出させることにな

ってお ります。なお、別紙i.2の 提出期限は、それぞ

れ14日 以内となっていますが、 これはあくまでも 「遅

くとも14日 以内」 ということであ り、事実が発生した

場合は速やかに提出するようにしてください。

i

}



1

30日 看 護婦 国家 試験 合格 発 表

(本♂学r合牢各者57名 、 合ヰ各率100%)

保健婦r:家 試験 合格 発表

(本学 合格 者57名 、 合格率95.0%)

助産婦国家試験 合格発表

(本学 合格 者 且名、 合格率100%)

14月1

7日 平成12年 度人学式

医学科新入生

看護学科新人生

看護学科第3年 次編人学生

95名

60名

10名

年

入 学 式

10日 前期授 業開始

20日 医師IKi家試験 合格発 表

(本学 合格 者100名 、 合格 率83.3%)

17～18日 医学科新 人生研 修

20～21日

医学科新入生研修

看護学科新人生研修

(於 大害山白金観光ホテル)

看護学科新入生研修(グ ループワーク)

の あ ゆ み

圃
16日 ～17日 第26回 医 大祭

医科 フェスタ2000

30日 博L学 位記授 ケ式

博L学 イ立言己初支授 与者11入

躯
ギター部サマーコンサ ー ト(附 属病院)7月12日

圃
7～9日

r

第47同 北 海 道地 区 大学 体 育 大会

'a校:小 樽 商 科 大学

本学 参 加 種[:陸 ヒ競 技(男 女)、 準

硬 式 野 球 、 ソ フ トテ ニ ス(男

女)、 バ ス ケ ッ トボ ー ル(男

女)、 バ レー一ボ ・一ル(男 女)、

サ ッ カ ー 、 卓球(男)、 バ ド ミ

ン トン(男 女)、 剣道(男 女)、

弓道(男 女)、 ハ ン ドボ ー ル

成 績:準 優 勝 、 バ レー ポ ー一ル(男)

総 合成 績:男 」孔9位 、 女 臼1付:

LlI1'

、 、
董.、

匿 や 、

ll歯 ㌧ ∴ 一
地 区 体

7月24日 第431ul東 口本 医 科 学 生 総 合体 育大 会

(夏 季部 門)

～8月13日 ギ 管 代 表 校:秋 田 大学

本学 参 加種H:陸 上 競 技(男 女)、

準 硬 式 野球 、 テ ニ ス(男 女)、

ソ フ トテニ ス(男 女)、 卓球(男

女)、 バ レー ボ ー ル(男 女)、

バ ド ミン トン(男 女)、 サ ッカ

ー、バ スケ ッ トボー ル(男 女)、

柔 道 、 剣 道 、 弓 道 、 空 」三道

(男)、 水 泳(労 女)、 ゴ ル フ

ぞ'鎖
穐 欝轡

V'J



(男女)、 ハ ン ドボール、 ラグ

ビー一

成績:優 勝 バ レーボール(男)、

ゴルフ(女)

第3位 バ ドミ ン トン(女)

26日 平成12年 度医 学科第2年 次 後期 編 入学 者

選抜試験

匿月到
2日 平成12年 度医学科 第2年 次 後期編 入学者

選抜試験 合格 者発表

25日 外国 人留学 生 夏季オ リエ ンテー シ ョン

(大雪窯他)

参加者 留学 生11人 、留学生家族6人

留学生夏季オ リエンテーション

「9一別

6日 体育 大会(学 生主催)

総 合1位 医学科5年

20日'1え 成 且2年度解 剖体慰霊式

蝋麟撒 繋 簸 曇
噌

 

露

山
μ

ノ

公 開 講 座

111月 】

5日 本学 記念H

25日¥1/成13年 度 医学科推 薦人学 者選 抜試験

26日 平成13年 度 看護学科推薦 入学 者選抜試験

12A

6日 半成13年 度看護学科推薦人学者選抜試験

合格者 発表

25日 博士 学位記授 与式

博十学位記 被授 与 者1人

12～3月 第43回 東 口本医科学 生総 合体 育大会

(冬 季部門)

主管代表校:秋 川人学

本学参加種 口:ス キー(男 女)、

アイスホ ッケー

圃
20～21日'F成13年 度 大学 入学 者選抜 大学 人試

セ ンター試験

匿則
10～11日 外国人留学生冬季交流事業

(大雪青年の家)

参加者 留学生11人 、留学生家族5人

13日 平成13年 度医学科推薦 人学 者選抜試験 合

格者発表

29日

10A

ψ

」…"㌦ 廟 耶州 .
　.'

η 幽 職1ガ 」 ….

解剖体慰霊式

博L学 位記授'」式

博上学位記被授 与者2人

1日 平成 且3年度看護学科第3年 次編入学者選

抜試験

6日 平成12年 度医学科第2年 次後期編入学牛

入学式

10日 後期授業開始

11日 平成13年 度看護学科第3年 次編人学 者選

抜試験合格者発表

23日 平成12年 度公開講座

～11月8日 「がん治療 の最 前線」

13日

14日

16日

25日

28日

黒島農汎教授 最終講義

岡川雅勝教授 最終講義

平成1:3年度大学院博十入学者選抜試験

平成13年 度第2次 試験(前 期 日程)

平成13年 度大学院博士入学者選抜試験 合

格者発表

圃
日

日

ー

ハ0

12日

16日

22日

23日

23日

外国人留学生との懇談会及び交流会

平成13年 度第2次 試験(前 期日程)合 格

者発表

平成13年 度第2次 試験(後 期日程)

退官教授歓送式

平成13年 度第2次 試験(後 期 日程)合 格

者発表

平成12年 度学士学位記授与式

学⊥学位記被授 与者170人

(医学科101人 、看護学科69人)

博L学 位記授 与式

博十学位記被授与者18人
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L一 ト脚冒繭 報

医学科第4学 年学 生

梅 田拓 央君が`f'成13年2月

5日 急逝 され ま した。

梅 田君は、 平成9年 に広

島城 北高等学 校卒業後、希

望に燃 えて本学に人学 、熱

心 に勉学に励む一方、 課外活 動で もソフ トテ

ニ ス部 に所属 しキ ャプテ ンを務めるな ど活躍

し、皆か ら慕われる学生で したが、志 半ば で

不帰 の客 とな りま した、,

ここに謹んで梅田 君の御冥福をお祈 りいた

します。

(学生課)

「

L 教官の異動

辞 職!2,12.31解 剖'3♪第 一 教 授 木 山 博 資

'' 〃II艮 科ノ学 助教授 秋菓 純

〃 粘 神科神経科 講Dili武 藤 福保

転 出13.1.1第 一一外 科

昇rr 〃 眼科学

配 置 換13.2.16精 神医学

昇 イrl3.3.1第 ・外 科

〃lll本 浩 史

〃 藤尾 直樹

〃 布村 明彦

〃 東 伸良

辞 職13.3.]5外 科 学第 「 助教授 棟IJ隆

fi でr三i3.3」6〃 講 自巾 亨可!野 透

1

葱 脅
脳神経外科学講座 助教授

中 井 啓 文

「

客観的臨床能力試験

OSCEテ ユーターに参加 して

平成H年 度か ら、本学で もC)SCEが 導 人 され

ま した、,(一)SCEは これか らの国家試験 に取 り入

れ られ ることに対応 した もののよ うです。私 も、

平成11年 度、12年 度 と、 ぐ)SCEの 神経 系 の診

察 試験官 と して、 参加 させ ていただ きま した。O

SCEは 医療 面接 と基本的 身体診察な ど、患 者診

察 にお ける実 践的な臨床技 能の訓練が 幸体 とな っ

てお ります.以 前か ら脳神経外科 の臨床実習では、

学 生さん ・人に入院患 者さん ・人を受 け持 って も

らい、病歴 、全身所 見、神経所 見を とって もらっ

て いま した.そ して鑑 別診断 と病 巣診断を 考えて

も らい、実 際の フ でルムの画像所 見を述 べて も ら
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って います。(⊃SCEで は、 これ までバ ラバ ラに

行オ)れて いた ものが、2週 間 の間 に系統 立ってよ

り実践的 に収得で きるよ うに した ものだ と思われ

ます。実 際の臨床実習 の現場 を担 当して いるもの

と して、OSCE以 前の学 生 さん と比較す ると、

特 に神経 系の診察は億劫な ものの ・つで あった よ

うです が、抵抗感な くポ リクリや担 当患 者さん の

基 本的診察 を して いるよ うです。 着実 に成果 とな

っているよ うに思 います。 ただ、失語な どの高次

機能 や 脊髄疾患な どOSCE神 経系 の診察 だけで

は不1'分 な病態、疾患 があ ることを指摘 してあげ

てい ます。す る と、 興味の ある学 生 さんは益 々良

く勉強す るよ うです。 苦手な ものを無 くし、 さら

に興味の ある分野 に もスッ ト入って行けるのかな

とも思 います。 これか ら、 よ り実 践的な医師を育

成 して い くLで 、 非常 に良 い成 果が期待で きるよ

うに思 います。 全ての医師 がバ レー微候を診れ る

時代がや って くる ことが確 信で きそ うです。 また

(一)SCEが 取 り人れ られた ことに対応 して、受 け

入れ る教官側 もこれ まで ワー クシ ョップ に参1川し

ていないひとは一・度是非参加すべきだと思われ ます,,

今後医学 教育が もっと変わ って行 くことが確実な

中で、(一)SCEは まずその序 章なので しょう,,




